
平成２８年度 尚恵学園の基本（２つのポイント） 

【Ⅰ】尚恵学園のモットー「理念」  『 共生 』 

 自分の力で生きて、働いて, 友と寄り添い助け合い 

   共に良かったと感じたい。 

【Ⅱ】平成２８年度 

 良きサービスを通じて 利用者の心を打つ満足の提供！ 

   創意・工夫・責任・まごころをもって限りない挑戦。 

 

【Ⅲ】社会福祉法人を巡る状況と尚恵学園の進むべき方向 

  昨年、成人寮の移築が終わり、入所生活の拠点が２か所に別れた。大きな事故も無く

どうにか１年を経過し、いま 新たな課題が見えてきた。 

 それと併せ平成２７年２月に「社会保障審議会福祉部会」報告書が出された。そこで出

された内容は、経営組織の在り方の見直し、運営の透明性の確保、適正且つ公正な支出管

理、地域における公益的な取組の責務、内部留保の明確化と福祉サービスへの再投下、行

政の役割と関与の在り方、社会福祉施設職員等退職手当共済制度の見直し等である。これ

は規制改革によって多様なサービス提供主体の参入が可能となり、従来の社会福祉法人と

のイコールフィッテング論が改正に弾みをつけた。既に日本は世界に類をみない超高齢化

社会に突入し、働き手の減少と社会保障経費の増加ということが最大の課題となっている。

今回の改正を受け尚恵学園として早急に対処しなければならない事と年次を決め段階的に

整備する事を定めて取り組んでいくことになる。 

１） 平成２８年度に重点的に実施しなければならないこと。 

（イ） 日中活動拠点作り検討委員会（☆１）を設け、作業室・地域交流スペース・グ

ループホームなどを旧成人寮の敷地を中心に新たに整備するための検討と実行。

（職住分離や在宅支援の要望に応えるにはどこをどうする？） 

（ロ） 法改正に伴う経営組織のガバナンスの強化（役員会・定款変更・目的を明確に

した資金の積立等）。 

（ハ） 地域ニーズの調査とその受け入れ体制の構築（我々に何ができるか？） 

（ニ） サービスの質（専門性）と量（規模）を高める為に研修の見直しとチームワー

クの強化。（学んだ事を実行に移すための創意工夫） 

  ☆１：委員を各部署から選任し、専門家や役員にも参加協力を依頼し、アドバイスや

先進施設への視察研修を行う。 

  

２） 何を根拠として努力するか？ 

近年の社会福祉を取り巻く環境は、急速かつ大きく変化している。規制緩和が進む

中で急増したサービス事業者、そこでは激しい競合が起こり、事業所を利用者が選



ぶ時代に入った。それに輪をかけて福祉に理解ある人材の確保が非常に難しくなり、

最近の社会風潮なのか生涯の仕事として福祉を考える人が減っているように思える。

それに加え、国は限られた財源を小分けにして要望に応えようとするから複雑で利

用し辛い仕組みになっている。いま 尚恵学園の６０年の歩みの中で最大の危機に

直面していると感じている。 

 そのような中で今 職員全員が何を根拠にして課題に立ちむかうべきなのか？そ

れには先ず法人設立の原点に戻るべきだと考えた。 

 原点を辿るのに一番判りやすい文章がある。 

それが１９７８年３月１２日 旧児童寮重度棟竣工式に配布した初代理事長の『精

神薄弱児施設経営の理念』である。 

                                     

≪参考資料≫ 

 

１．重度棟竣工までの経過 

 昭和２９年養父恵浄の私費で土浦全購連の事務室を払い下げ２反５畝の畑に移築し、３

１年３月精神薄弱児のための私立学校として知事から許可を受け、県内の児童福祉法や義

務教育に関係のない知人の精神薄弱児、里子、家裁からの補導委託少年を中心に定員３０

名の教育機関を発足せしめた。その歩みは極めて遅かったが着々つみ重ね、職員の献身で

経営運営して４３年に４０名を収容するようになった。４４年退職金を基本として７０坪

の鉄骨ブロック建一棟と母性保護医協会からの補助金で訓練室、食堂、炊事場を完成し、

４５年１月社会福祉法人、同年２月に精神薄弱児施設の認可を受け、４６年に郵政省から

のお年玉葉書による補助金で職員室５室、４８年日本自転車振興会からの補助金で一寮舎

を完成し、定員６０名となり現在５７名の児童と２９名（定員１９名）の職員と学齢児の

園内特殊学級派遣教師３名で、福祉と教育の二面の施設となった。 

 

２．何故精神薄弱児施設を選んだか 

 昭和７年に部落の有志と共に農村に留まるべき青少年を対象として定員３０名の私塾神

立農村実習学園を創設した。 

 その塾生の中に１人の精神薄弱児がいた。苦労して指導した結果よき配偶者に恵まれ社

会人として自立した事実にかんがみ、又釈迦の弟子何千人の中１人だけ何を教えても全く

覚えることの出来ない周梨槃特という精薄者がいて他の同僚から嫌われていた。釈迦は彼

に短い一句を二六時中口述しつつ同僚の靴を掃除するよう命じた。ところが毎日同一文句

を言いながら汚い掃除をしている中に、一つの考えに徹し悟りを得、遂に十六羅漢の一人

となり他の同僚達を教えるようになったと言う。 

 此の事実と故事を知って如何なる精神薄弱でも教育の方法手段によっては立派に自立し

て社会人になり得ることを体験し、４５年には関係官庁団体の職員や友人、知人のすすめ



と家族の協力を得て、比較的重い精神薄弱児を対象としる施設の開設を決断し、直ちに実

行したのが精神薄弱児施設尚恵学園であった。その当時の学園は一般の精神薄弱児施設で

究めて貧弱そのものであった。 

 

３．精神薄弱児施設とは 

 児童福祉法は児童に対する国民の義務と国や地方公共団体の責任を明示した法律で、そ

の中に精神薄弱児施設の目的として、「精神薄弱の児童を入所させて、これを保護すると共

に独立自活に必要な知識技能を与えること。」とあり、即ち精神薄弱児を２４時間収容し保

護指導訓練教育治療をしつつ将来独立自活するための様々な知識技術を与えることを目的

としている。特に民間施設は社会福祉の先駆者的役割をもち、一定の範囲外はその福祉面

を経営者及びその職員の創意と工夫を自由に生かすことが出来る。昭和４０年頃は施設も

少なく、施設に入所する児童は公立の大学入学よりも困難な位の状況で、国も地方公共団

体も盛んに施設増加を計りすすめた時であった。私もの事実を知って始めたが、重度の精

神薄弱児の指導方法には一定の型がなく千差万別の指導計画が必要で苦労が多くむずかし

い仕事であるが、反面生き甲斐のある尊い事業であると思った。 

 

４．重度棟の運営 

 本学園では５１年度定員６０名に対し重度児と認定されたものが４０名おり、従来重度

棟において指導することが、児童および職員のために必要であることを痛感していた。し

かし重度棟建設の計画のみで実現しなかったが、此の度関係機関をはじめ多くの関係者の

ご援助の結晶としてその実現をみたのは遅ればせながらも幸い中の幸いで、特に飯野様よ

りは時計台の大時計、藤田様よりはピアノ一台、常陽新聞社様、土浦ライオンズ様、タキ

ロン労組様よりは設備金を頂戴して本当に感謝感激しているものである。 

 最近施設に入所し保護されるものは重度化し重複障害化し幼児化してきた。また年長児

は比較的家庭崩壊で本人自身に問題が多く、何れも皆医学、心理学。社会学等の諸科学の

専門的な知識と技術を要求され、従って職員の資質も極めて高度に専門化されてきた。本

学園は職員の海外（７名）、国内の研修に力を入れ、又各方面の地域の方々に参加参画をお

願いし精神薄弱児のニードに適応する方策の必要性が次第に増加してきた。 

 重度児とは別紙添付にある「重度精神薄弱児収容棟の設備及び運営の基準について」の

中に 

 

 （１）知能指数がおおむね３５以下の児童であって次のいずれかに該当するもの。 

   ア、食事、着脱衣、排便及び洗面等日常生活に介助を必要とし、社会生活への適応

が著しく困難であること。 

   イ、頻繁なてんかん様発作又は失禁，異食、興奮、寡動その他の問題行動を有し、

監護を必要とするものであること。 



 （２）盲若しくはろうあ又は肢体不自由を有する児童であって知能指数がおおむね５０

以下の精神薄弱児。 

と局長通知にある。又同通知に収容定員、設備の基準、運営の基本方針、指導の方針、指

導の内容、児童の健康管理、判定と入所措置について明記されている。 

 以上の通知により運営されることは論をまたないが、本学園では既に４０名の該当児が

あるのに２０名の定員では処遇上差別的にみられる。しかし最初から定員増をせずに新し

く重度棟を設けたことは、重度棟に入所する以外の２０名も又結果的に処遇の向上になる

と思う。運営は此からの課題であるが皆様のご好意とご期待にそうよう積極的に努力する

覚悟である。 

 

５．民間社会福祉施設の特色 

 民間社会福祉施設は公的社会福祉施設に対するもので、民間という言葉の中には公的な

ものとは異なった特色がある。しかし、一般に福祉事業は国境のない公的なもので一宗一

派の宗教宣布のためのものではなく、又一個人の考えだけで実施してよいというものでも

ない。次ぎに民間福祉施設の特色を列記してみよう。 

 （１）基本的には社会福祉事業法の規定によって行う事業で、その趣旨監督を尊守する

こと。 

 （２）法律で定められている民間福祉事業は国や地方公共団体からの委託費措置費を中

心に民間団体・個人からの補助寄付を得て経営運営されている。また事業を遂行するため

に色々保護保障をされている。 

 （３）将来公的社会福祉の先駆的役割をなすための法律通知等にふれない限り独創的な

考えの下にたとえそれが試行錯誤であっても実験的な努力を払う事が可能な場合がある。 

 （４）民間福祉事業は公的福祉事業の補完的な役割と社会改善のための開拓的先駆的な

役割をもち、更に立法、制度、行政に対し実験的建設的な批判要望を加える弾力的なもの

である。 

 （５）法人は特定の施設長あるいは職員に対して、その人の識見、才能、情熱を発揮す

るために一時的あるいは長期にわたって事業の遂行をまかせることが出来る。 

 （６）施設長及び職員は奉仕に生き地域に仕えそのニードに応じ、地域住民の福祉を高

めるため積極的に情熱をかけ、自由な奉仕活動が可能である。 

 （７）運営資金のうち寄付者から指定されたもの以外の寄付補助で予算外に必要なもの

や対象者の処遇向上にあるいは職員の研修のために弾力的な運営が出来る。但し厳正な行

政上の監査をされることは当然である。 

 （８）法人は施設経営運営資金獲得のために収益事業を特別会計で実施することが出来

る。 

 

６，今後への道 



 精神薄弱児教育について本腰を入れ始めてから２０余年を経過した。前半は全く閉鎖的

個人的のものであったが後半には社会福祉事業として全く正反対に新しい開かれた施設と

なった。今後進むべき道を次ぎに列記する。 

 （１）社会福祉事業法の精神を保ちつつ民間福祉事業として積極性をもって恒久的に実

行する。 

 （２）仏教精神を中核的生命として堂々と社会に進出する。 

 （３）民間社会福祉事業の使命を発揮し社会福祉事業の先駆的な実験の道場として使命

を果たす。 

 （４）民間事業とする独自の価値と自主性とを確保し、事業の責任を果たしつつ社会の

連帯的機能を発揮する。 

 （５）土浦市の一角から更に広域のニードに対応し、地域の人々の参加を乞うて地域福

祉を高め、社会改造の大目的に突進する基礎作りをする。 

 （６）職員のチームワークにより社会福祉事業の近代化、管理の合理化、サービスの専

門化及び福祉の臨床的な場として押し進めていく。 

 （７）職員に対し計画的に先進の海外、国内の施設に派遣して視察実習研修させて資質

の向上と視野の拡大を計る。 

 （８）対象者の重度化・重複障害化・幼児化のため日常生活の自立を計りつつ学習、職

業等の指導訓練をするが、特に嘱託医やボランテイアの協力を得て医学心理学等の立場に

立った治療をしたい。 

 （９）福祉センター的役割を果たすべく施設設備の充実と図書室の充実を計り、相談・

診療・検査・研究の４部門をおく。 

 (10)急激な社会変動に伴い対象者のニードに応ずる医学的診療、成人，老化、授産、通勤、

家庭的な小規模施設の併置を考慮する。 

 (11)学園の後援会組織を強化し、又法人の収益事業を考慮して、園自体の経済的な基盤の

確立を計り、施設事業の円滑な経営運営に寄与したい。 

 

７，お礼とお願い 

 以上重度棟の竣工に当たり本学園の２０余年の歴史を申し述べてまいりましたが、今日

の如き福祉事業にまで成長しえましたことは関係官庁、団体、知人、地域社会の人々によ

る厚いご援助と保護者の協力との賜物であると深く感謝を申し上げますと共に今後の事業

遂行の姿を監督し見守り又更に旧に増してのご援助ご協力をお願いする次第でございます。 

 私達は皆様のお力添えと善意をいただければこそ励みとなり精一杯この道に責任と連帯

意識を強め対象者への最高のサービスが出来るものと確信いたしております。 

☆ 原文そのままを掲載する。熟読を期待して。 

 

  


